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に
還
元
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
有
機
物
の

堆
肥
化
や
有
機
肥
料
作
製
の
考
え
方
と
技
術
を

お
伝
え
し
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
皆
様
の
地

域
で
役
立
つ
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
努
め
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
講
座
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
４
人
の
講
師
に
よ
る
７
講

義
・
６
実
習
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
当
セ
ン

タ
ー
の
中
国
人
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
随
時
通
訳
し

な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
自
然
農
法
の
「
育
土
」
を
中
心

と
し
た
基
本
的
な
考
え
方
や
栽
培
体
系
、
堆

肥
・
緑
肥
・
有
用
微
生
物
（
Ｅ
Ｍ
）
を
活
用
し

た
ボ
カ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
有
機
資
材
の
基
礎

知
識
と
活
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
堆

肥
に
つ
い
て
は
よ
り
掘
り
下
げ
て
、
概
念
や
特

徴
、
土
の
中
で
の
役
割
、
材
料
、
発
酵
条
件
、

熟
成
判
断
、
腐
植
、
微
生
物
と
の
関
連
性
、
堆

肥
化
施
設
、
日
本
で
の
活
用
事
例
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
、
科
学
的
な
解
説
や
当
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
き
た
研
究
成
果
・
実
践
例
を
交
え
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
講
義
の
中
で
紹
介
し
た
６
つ
の

第
一
回
短
期
講
座
「
堆
肥
づ
く
り
の
基
本
と
実
践
」

自
然
農
法
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト

当
セ
ン
タ
ー
が
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
有
機
農
業
・
自
然

農
法
技
術
を
海
外・国
内
を
問
わ
ず
広
く
普
及
し
て
い
く
た
め
、
本
年
１
月・

２
月
に
当
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
（
長
野
県
松
本
市
）
を
会
場
に
、
２
つ
の

行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
研

究
者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
海
外
と
の
研
究
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
よ
り

一
層
の
有
機
農
業
・
自
然
農
法
の
普
及
を
願
っ

て
、
２
０
２
０
年
１
月
に
４
泊
５
日
の
日
程
で

「
第
１
回
短
期
講
座
『
堆
肥
づ
く
り
の
基
本
と

実
践
』」
と
題
し
た
外
国
人
向
け
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
国
よ
り
３
名
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
内
２
名
（
＋
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
冒
頭
に
三
木
研
究
部
長
よ

り
「
有
機
農
業
で
は
身
近
な
有
機

資
源
を
有
効
利
用
で
き
る
と
と

も
に
、
農
地
へ
の
炭
素
貯
留
に

よ
っ
て
温
暖
化
を
緩
和
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
有

機
資
源
を
上
手
に
土
壌
に
還
元

し
な
い
と
、
栽
培
過
程
で
、
雑
草

害
や
病
虫
害
の
問
題
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
手
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講義内容
　①自然農法の基本・栽培体系
　②緑肥の活用
　③堆肥作りの基本と原理
　④堆肥発酵技術
　⑤日本における堆肥活用の有用事例
　　（三富新田の事例紹介）
　⑥堆肥の使い方
　　（日本の活用事例など）
　⑦ボカシ肥料の基本
　　（有機資材の説明、肥効計算など）
　自然農法の映画「生きている土」
作成実習内容
　①籾殻堆肥　　　④土ボカシ
　②草質堆肥　　　⑥ボカシ肥料
　③落ち葉堆肥　　⑤籾殻クンタン

身
の
大
学
や
農
場
で
実
現
す
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
学
で
は
聞
け
な
い
講

座
内
容
で
し
た
。
私
の
有
機
水
稲
栽
培
に
、

今
回
講
座
で
学
ん
だ
知
識
が
き
っ
と
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
私
の
職
場
で

あ
る
大
連
理
工
大
学
に
招
待
し
て
技
術
指
導

を
お
願
い
し
た
い
で
す
」「
実
習
か
ら
堆
肥

づ
く
り
の
細
か
い
裏
技
を
た
く
さ
ん
学
び
ま

し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
国
後
に
は
農
家
と
連
携
し
て
鶏
糞
を
利
用

し
た
堆
肥
を
作
り
始
め
た
り
、
土
ボ
カ
シ
や

生
ご
み
堆
肥
を
現
場
で
作
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
に
向
け
た
有
機

農
業
・
自
然
農
法
技
術
の
普
及
を
目
指
し
、

今
後
も
外
国
人
向
け
の
講
座
を
継
続
し
て
い

く
予
定
で
す
。

堆
肥
・
有
機
資
材
に
つ
い
て
、
材
料
・
比
率
・

混
ぜ
合
わ
せ
方
・
発
酵
促
進
の
た
め
の
積
み

方
・
保
温
の
コ
ツ
な
ど
を
実
践
的
に
学
び
ま

し
た
。

　

夜
は
夕
食
を
一
緒
に
と
り
な
が
ら
、
日
本

と
中
国
に
お
け
る
農
業
の
共
通
点
や
違
い
に

つ
い
て
情
報
交
流
す
る
と
と
も
に
、
茶
道
を

た
し
な
む
当
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
抹

茶
の
お
も
て
な
し
や
、
米
の
食
味
比
較
実
験

な
ど
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
講
座
修
了
証
を
お
渡
し
し
、

そ
の
後
は
佐
久
市
堆
肥
製
産
セ
ン
タ
ー
の
視

察
な
ど
の
見
学
を
経
て
、
帰
国
の
途
に
つ
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
２
名
は
有
機
水
稲
栽
培

に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
緑
肥
・
堆

肥
の
利
用
方
法
の
ほ
か
に
、
自
然
農
法
で
の

水
稲
栽
培
に
と
て
も
強
い
関
心
が
あ
り
、
自

参加者に終了証を授与

茶道や米の食味比較実験などの体験を通して交流
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稲
作
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
・
情
報
交
流
会

　

自
然
農
法
の
稲
作
技
術
を
長
年

研
究
し
て
き
た
三
木
研
究
員（
現
・

研
究
部
長
）
が
毎
年
関
係
農
家
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
的
に

年
１
回
「
稲
作
勉
強
会
」
と
し
て

開
催
し
て
き
た
も
の
を
、
今
年
は

２
回
開
催
に
拡
大
し
、
広
く
有
機

農
業
業
・
自
然
農
法
の
稲
作
農
家
、

ま
た
は
そ
れ
ら
を
志
す
人
に
向
け

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
新
た
に
「
稲
作
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
・
情
報
交
流
会
」
と

題
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
地
道
に

積
み
上
げ
て
き
た
自
然
農
法
に
よ

る
稲
作
技
術
を
生
産
者
の
皆
様
に

情
報
還
元
し
、
ま
た
農
家
同
士
、

農
家
と
研
究
者
の
交
流
か
ら
お
互

い
が
新
た
な
発
見
や
技
術
向
上
に

つ
な
が
る
場
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
２
月
７
日
（
金
）

と
２
月
15
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た

講
座
に
は
そ
れ
ぞ
れ
36
名
、
合
計

72
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
回

と
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
稲
の
雑
草
対
策
を

テ
ー
マ
に
２
つ
の
講
演
と
質
疑
応

答
・
情
報
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
自
然
農
法
水
稲
栽
培
の
研

究
に
30
年
間
携
わ
っ
て
き
た
当
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
岩
石
真
嗣
よ
り

「
雑
草
の
な
い
『
無
除
草
の
除
草

技
術
』」
を
テ
ー
マ
に
、「
雑
草
と

は
作
物
と
競
合
し
、
減
収
・
品
質

低
下
・
作
業
性
低
下
な
ど
有
害
に

働
く
草
を
意
味
す
る
人
為
的
分
類

で
あ
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
自

然
農
法
に
よ
っ
て
雑
草
の
有
害
な

働
き
を
生
ま
な
い
、
つ
ま
り
雑
草

が
た
だ
の
草
に
な
る
水
田
環
境
を

作
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
提
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
水
稲
栽
培

の
中
で
体
現
し
、
さ
ら
に
押
し
広

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
健

康
で
豊
か
で
平
和
な
社
会
が
実
現

可
能
に
な
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
研
究
部
長
の
三
木
孝
昭

よ
り
、
具
体
的
な
雑
草
対
策
の
考

え
方
と
方
法
に
つ
い
て
、
耕
種
管

理
の
段
階
ご
と
に
「
育
土
（
土
づ

く
り
）」「
代
か
き
」「
育
苗
と
田

植
え
」「
有
機
物
施
用
」「
除
草
作

業
」
の
５
つ
に
分
け
、
当
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
や

農
家
の
実
例
、
比
較
写
真
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
秋
起
こ
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し
の
重
要
性
が
大
変
よ
く
分
か
り

ま
し
た
」「
雑
草
防
除
の
考
え
方

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

為
に
な
り
ま
し
た
」「
今
日
は
大

き
な
疑
問
が
解
決
し
ま
し
た
。
田

植
え
前
の
代
か
き
の
時
期
を
早
め

て
雑
草
対
策
を
実
践
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

続
く
講
師
と
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
・
情
報
交
流
会
で
は
、「
適

正
な
日
減
水
深
に
す
る
た
め
の
土

壌
構
造
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法

を
も
っ
と
知
り
た
い
」「
強
い
苗

を
育
て
る
方
法
（
用
土
・
温
度
管

理
・
水
管
理
）
を
教
え

て
ほ
し
い
」「
秋
起
こ

し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

深
さ
、
遅
れ
た
場
合
の

対
処
方
法
を
知
り
た

い
」
と
い
っ
た
、
よ
り

具
体
的
・
実
践
的
な
解

決
策
を
求
め
る
声
も

多
く
、
熱
心
な
討
議
が

続
き
ま
し
た
。
質
問
に

ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
答

え
る
一
幕
も
あ
り
、
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

特
に
15
日
に
は
、
閉

会
後
も
ほ
と
ん
ど
の

方
が
残
っ
て
「
育
苗
に

2020 年 5 月～ 10 月に当センター農業試験場にて「自然農法ワークショップ（体験学習会）」（全 9 回）を開催いたします。
本ワークショップでは、栽培しながら育土（土づくり）を進める、自然農法の考え方と実践方法をお伝えします。
野菜作と水稲作について座学とフィールドワークで学べます。時期毎にポイントを絞ってお伝えしますので、関心の
ある回にぜひご参加ください。
詳細およびお申し込みは、当センターホームページ「イベント情報」をご覧ください。
■参加費：各回 2,000 円　　■定員：各回 10 名　　■申し込み締切：各回開催日の 1 週間前
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、開催を中止または延期する場合がございます。

当センターでは「自然農法の歴史や理念・原理」「有機農業や自然農法における水稲・野菜栽培」「自家採種」
「家庭菜園」「有機 JAS 認証」など、各分野の出前講座を行っています。長年の研究・開発の成果や現場生産
者との技術・情報交流を通じて得た多くの事例をもとに、知識と経験豊かな講師陣がお話しします。
講師一覧およびプロフィール、担当分野などは当センターホームページ「出前講座」をご覧ください。

自然農法ワークショップ（体験学習会）のご案内

出前講座のご案内

回 日時 （曜日）
内容

 野菜作（座学） 水稲作（座学） 体験・見学

1 5 月 9 日（土）
13:00 ～ 17:00

野菜作の緑肥の活用と育苗のポイ
ント 水稲育苗のポイント 野菜苗（果菜鉢上げ期）・水稲苗（入水期）

を見てみよう、圃場見学

2 5 月 25 日（月）
13:00 ～ 17:00

野菜作の有機物の活用（春作）と
定植 水田の代かきのポイント 果菜苗定植と雑草管理の体験、深水浅代

かき（植代）見学、圃場見学

3 6 月 18 日（木）
13:00 ～ 17:00

緑肥を活用したカボチャ栽培の紹
介

水田雑草の生理生態と除
草のポイント

果菜類の整枝と緑肥の管理・水田の
チェーン除草体験、圃場見学

4 6 月 25 日（木）
13:00 ～ 17:00

イネ科－アブラナ科栽培体系（ス
イートコーン→ハクサイ）紹介 水田の水管理のポイント 果菜類の整枝と緑肥の管理体験、圃場見

学

5 7 月 27 日（月）
13:00 ～ 17:00

イネ科－アブラナ科栽培体系（キャ
ベツ）の紹介 水稲の生育診断（見方） キャベツ定植、水稲の生育調査体験、圃

場見学

7 8 月 21 日（金）
13:00 ～ 17:00 野菜作の有機物の活用（秋作） お米の品質の成り立ち 野菜畑の秋作準備の体験、収穫と試食、

圃場見学

8 9 月 19 日（土）
13:00 ～ 17:00 野菜のタネ採りのポイント 水稲の育土（土づくり）

タネ採りのポイント
野菜のタネ採り・水稲生育調査の体験、
圃場見学

9 10 月 28 日（水）
13:00 ～ 17:00

野菜畑の育土（土づくり）のポイ
ント － キャベツ・ハクサイなどの収穫体験、カ

ボチャの試食、圃場見学

つ
い
て
」「
秋
～
冬
の
土
づ
く
り
・

耕
起
方
法
に
つ
い
て
」「
そ
の
他
」

の
分
野
に
分
か
れ
て
質
疑
応
答
や

情
報
交
流
が
行
わ
れ
、
約
２
時
間

の
延
長
戦
は
参
加
者
の
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
寒
冷
地
向

け
の
稲
作
技
術
に
つ
い
て
は
農
家

の
皆
様
の
役
に
立
て
る
技
術
の
整

理
が
で
き
て
き
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
座

を
通
じ
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
蟹
江  

秀
則
）閉会後も各分野で交流が続いた


